２０１４年（平成２６年）司法試験合格者の集いアンケート
福岡県弁護士会・法科大学院運営協力委員会

以下のアンケートにご協力くださるよう，お願いします。

１．合格者プロフィール
（１）氏名（任意）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （　　　　　歳）　（性別：　　　　　）　
（２）出身法科大学院等
　①法科大学院卒業し合格した方
         　　　　　　　　　　　　法科大学院（既修・未修）
※再度法科大学院に入学した方は，直近の卒業法科大学院名を上記にご記入いただき，一回目の卒業法科大学院名を以下にご記入ください
         　　　　　　　　　　　　法科大学院（既修・未修）

　②予備試験から合格した方（以下で該当するものに○をつけてください）
・予備試験のみ
・法科大学院に在学中または卒業後，予備試験を受験し合格した
　在学・卒業した法科大学院     　　　　　　　　　　法科大学院（既修・未修）

（３）出身大学
         　　　　　　　　　　　大学 　　　　　　　　　学部

（４）司法試験受験回数
      □１回　□２回　□３回
      □再度法科大学院に入学した後の受験１回目
      □再度法科大学院に入学した後の受験２回目
　　　□再度法科大学院に入学した後の受験３回目
（５）予備試験受験回数（予備試験を受験された方のみご記入ください）
 　　□１回　□２回　□３回
　　　予備試験を受けた理由もあわせてお聞かせください。
　　　　理由：

（６）選択科目
      □倒産法　□租税法　□経済法　□知的財産法　□労働法　□環境法
      □国際関係法（私法）　□国際関係法（公法） 

２．法科大学院（以下「ＬＳ」とします）及び進路について
（１）出身ＬＳに入学することを決めた理由をお聞かせください。
      
（２）ＬＳに行って良かったこと，また，ＬＳにおいて改善してほしいことをお聞かせください。
    良かったこと：
　　
改善してほしいこと：

（３）出身ＬＳ以外に行きたいと思ったＬＳはありますか。その理由もお聞かせください。
　　□ある　□ない
　　理由：

（４）今から考えると，または，今からなら受講したいＬＳでの授業はありますか。
　　□ある　□ない
　　科目名：
　　理　由：

（５）今後の希望進路とその理由について
    □裁判官　□検察官　□弁護士　□組織内弁護士（企業・地方公共団体等）
　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　理由：
        
３．司法試験について
（１）法科大学院入学前に，事前に法律の勉強していたことがありますか。


（２）短答式試験のためにしていた勉強方法を教えてください。

      　
（３）論文式試験のためにしていた勉強方法を教えてください。

      
（４）自主的に使用した教材の中で有用であった教材があれば教えてください。
  　

（５）法科大学院の講義でやってほしかったことはありますか。
     □特にない。
     □下記のような講義をやってほしかった。 
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（６）司法試験予備校を利用していましたか。利用していた場合，その講座・模試等の名称をお書きください。
    □利用した（講座名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　□利用していない
（７）司法試験に向けた勉強で，特に意味があったと思うものがあれば教えてください。


（８）合格者と不合格者との間で，勉強方法に違いがあると思いますか。あるとすれば，具体的にはどのような違いですか。
    □ないと思う
　　□あると思う（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（９）今年の合格結果につながった要因や勉強方法がありましたら教えてください。


（10）司法試験を受験する直前は，どのような過ごし方をしていたかお書きください。


４．LS生向け弁護士会企画について
（１）当委員会では，LS生の為に様々な企画を開催しております。貴方が過去に参加した企画があれば教えてください。
　　□サマーセミナー　　　□法律事務所見学会　　　□実務演習講座
　□九弁連統一模試　　　□ロールームガイダンス　□その他（　　　　　　　　　）

（２）当委員会で，LS生の為に今後開催してほしい企画があれば教えてください。


５．最後に，これから司法試験に向けて勉強する方に伝えておきたいことがあれば，お書きください
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご協力ありがとうございました。
※上記各記載事項については，本企画進行の一助とさせていただくほか，法科大学院運営協力委員会の運営改善及び管内法科大学院へ有益な情報を提供するために使用させていただきたいと考えております。 
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